
製作目的

情報・収集 
　

コンセプト 

試作 

　　　　　　 

　本作品は，プロダクトデザインのプロセスを学習することを目的として製作した。プロ
ダクトデザインは，商品開発のプロセスであり，デザインの課題を設定し，解決する分野で
ある。今回は，試作を複数回行い，最終的な作品を3脚製作した。

アイデア 
スケッチ
 スケッチによって
コンセプトに沿っ
た形状のイメージ
を検討することが
できた。

　　・貫の位置 
　　・脚と座面の大きさ 
　　・すっきりとした 
　　　見た目にするため 
　　　の部品のバランス 
　　・座面の形状

　研究室で使用している椅子と市場で販売されている椅子
について調査した。その結果，以下のことがわかった。
・作業に適した椅子がないこと。 
・机の高さと合った高い椅子がないこと。 
・背の高いスツールが作業を行うことに適していること。 
・背の高いスツールは，550~600mmで 
   販売されていること。

Smart stool 
材料：ナラ　高さ：580mm

「作業の際に 
　　　少し腰掛けるスツール」 

 詳細なコンセプト 
　・すっきりとした見た目 
　・座面にカラフルな布を張る 
　ことで空間を彩るような椅子 
　・三本脚と座面で構成された 
　　　スツールタイプの椅子

　コンセプトに沿った 
形状を検討する 
ために複数回 
試作をした。

1.高さの検討 
　研究室の学生に 
合う高さを調べ， 
高さを決めた。

2.貫の検討 
　すっきりとした
見た目と強度があ
る貫の構造を決め
た。

3.座面の検討 
　円形，三角形の
座面を試作し，座
面の形状と寸法を
決めた。 

4.座面の装飾の検討 
　赤，青，黄，灰
色，白の布地を用意
し座面の装飾を決め
た。
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